
令和５年度 新地町小中学校食育広報

１ 新地町の肥満傾向児の割合（※）

令和４年度学校保健統計の結果が公表されました。この結果のうち、本町児童生徒の大き

な課題となっている「肥満傾向児の出現率」について、新地町の状況と比較してみました。

なお、新地町のデータは令和５年度のものとなります。

全 国 新 地 町 【小学生について】
全国では男女とも１年

小学校 男子 １１．３％ １２．６％ の 出 現 率 が ５ ％ 台 で す
が、これが学年とともに

小学校 女子 ８．６％ １６．０％ 高くなり 、男子では５年
が一番高く １ ５％になり

小学校 男女 ９．９５％ １４．２％ ます。
女子では６年が一番高

中学校 男子 12．4％ １８．１％ く１０．５％です。
本町の小学生男子では

中学校 女子 ８．７％ １５．７％ ５年が２０ ． ５％となり 、
全国と同じく高い傾向に

中学校 男女 １０．５５％ １６．９％ あります。

女子では３年が２５％、６年が２２％で全国平均を上回ります。

【中学生について】

全国では、男子は１年～３年いずれの学年も１０％を上回ります。一方、女子ではいずれの
学年も１０％を下回り、３年では７％台になります。また、女子では３学年とも痩身傾向児の
割合が３％を超えています。
本町の中学生では学年によってばらつきが見られます。２年男子では肥満傾向児出現率が

７．２％と全国平均を下回りますが、１年男子では２９％となり、全国平均を上回ります。女子
では、どの学年も全国平均を上回り、学年があがるにつれ肥満傾向児の出現率が高くなって
います。

本町児童生徒の肥満傾向児の出現率の経年変化
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全国的には、肥満傾向児の割合は男女ともに小学校高学年が最も高く、特に男子は８歳以

降１割を超えています。肥満傾向の子どもの割合が、令和４年度は小中学生の多くの学年で

最も高くなったことが分かり、調査した文部科学省は新型コロナの影響による運動量の減少

などが要因にあるとみています。

子どもの肥満は主に肥満度というものを使って評価します。肥満度は身長別標準体重に

対して実測体重が何％上回っているかを示すもので下記の式で計算されます。

肥満度＝（実測体重－身長別標準体重） / 身長別標準体重×100 （％）

児童生徒では肥満度20％以上を軽度肥満、30%以上を中等度肥満、50%以上を高度肥

満としています。

こうした現状を踏まえて、生涯にわたる健康マネジメント能力の育成を図るべく新地町地

域学校保健委員会を２月７日（水）に改善センターで開催しました。新地町の小中学生が抱え

る健康課題について、今年度の実践報告･質疑応答の後、学校医の皆さんを含む顧問の皆さ

まから、肥満･減塩対策が急務であるとの視点から、以下のご指導を頂きました。

● 小中学校で良い取組をしているが、大人になるにつれて、意識が薄まり生活習慣病に

つながっている。

● 肥満については小学校から大人まで継続した指導が大切である。

● ジュース類に含まれている糖分の量を角砂糖で表してみると、飲み過ぎない意識が高

まる。併せて推奨されている塩分摂取量を各家庭でも気をつけるべき。

● ３歳児検診でも２時間を超えるメディア利用が目立ってきた。保護者として気をつけ

たい。

● １１時まで起きている５・６歳児もいる。大人も遅い時間までスマホ利用していること

から、子どもたちが引きずられている面もあるのではないか。


